
  

 

日本学生（Japan Students: JS）とは、主に日本の教育制度による中等教育機関（高等学校等）を修了した者を指し

ます。これとは別に海外学生（Overseas Students: OS）の区分があり、主に日本国外の教育制度による中等教育機

関（高等学校等）を修了した者を指します。詳細な出願資格については本入学試験要項を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、新型コロナウイルスの影響により、やむを得ず入学試験の実施内容（出願期間・試験日程・試験内容・合格者発表

日など）に変更が生じる場合があります。その際は、当学部 Web サイトにてお知らせしますので、随時確認するように

してください。 

なお、出願開始後に何らかの変更が生じた場合は、志願者に対してメールで連絡することがありますので、出願後は随時

メールも確認するようにしてください。 
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 [所定用紙]は、以下 Web サイトの【別紙】からダウンロードしてください。 

https://www.waseda.jp/flas/cms/applicants/admission/ 

別紙 1:コンビニエンスストアでの検定料払込方法 

別紙 2:クレジットカード・銀聯カード・アリペイでの検定料支払方法 

別紙 3:特定国からの志願者に対する入学検定料免除措置制度 
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 この「入学試験要項」では、携帯電話・スマートフォン・タブレット・PHS・スマートウォッチ等の通信機能

を持った機器をすべて含めて「携帯電話等」と表記しています。 

 早稲田大学文学学術院事務所の開室時間については、Web サイトよりご確認ください。 

 2022 年 8 月 11 日～21 日まで、夏季一斉休業期間等につき、閉室となります。その間、お問い合わせに回答

することができません。あらかじめご了承ください。 

 

 

  



1 

1．試験概要 

１）募集人員、学科・論系 

（１）募集人員:  15 名 

（２）募集学科・論系等: 

 文化構想学部文化構想学科多元文化論系 Global Studies in Japanese Cultures Program 

（JCulP:国際日本文化論プログラム） 

 

２）入学時期 

 2023 年４月１日 

 日本学生の場合、9 月入学はありません。 

 

３）出願資格 

 以下の①～③のすべての要件を満たす者。 

① 早稲田大学文化構想学部多元文化論系国際日本文化論プログラムで学ぶことを強く希望する者。 

② 次の(ア)～(エ)のいずれかに該当する者。 

(ア) 日本の学校教育法の定める高等学校または中等教育学校を卒業した者、または 2023 年 3 月 31 日までに卒

業見込みの者。 

(イ) 日本の学校教育法の定める通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者、または 2023 年 3 月 31 日ま

でに修了見込みの者。 

(ウ) 日本の学校教育法施行規則第 150 条の規定により、次のいずれかの高等学校を卒業した者と同等以上の学力

があると認められる者、または 2023 年 3 月 31 日までにこれに該当する見込みの者。  

※ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修

了した者、または 2023 年 3 月 31 日までに修了見込みの者 

※ 専修学校の高等課程（修業年限が 3 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすもの

に限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者、または 2023

年 3 月 31 日までに修了見込みの者。 

※ 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験（旧規程による大学入学資格検定を含

む）に合格した者、または 2023 年 3 月 31 日までに合格見込みの者で 2023 年 3 月 31 日までに 18 歳

に達する者。 

※ 文部科学大臣の指定した者 

 ただし、国際バカロレア、アビトゥア、バカロレア、GCEA レベルを保有する者、または文部科学大

臣の指定した日本国内のインターナショナルスクール修了(見込)者は海外学生入学試験に出願して

ください。 

(エ) その他本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた

者で 2023 年 3 月 31 日までに 18 歳に達する者。 

③ 英語４技能テストについて、基準点以上の結果を提出する者。 
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４）出願資格に関する注記 

 日本国内および日本国外の両方の学校に在籍した場合、それぞれの在籍期間についての制約を設けません。最終的

に卒業した学校等により、出願区分を判断します。 

 「日本学生」「海外学生」の出願区分に国籍および居住地は関係ありません。 

 当入試への出願は他大学・他学部・他入試制度との併願を妨げるものではありません。 

 

５）出願資格に関する個別の審査 

 出願資格（ア）～（ウ）に該当せず、個別の入学資格審査を希望する場合は、2022 年 8 月 22 日（月）までに文学

学術院事務所までご連絡ください。 

 

６）受験・就学上の配慮 

 身体機能の障がいや疾病等により、受験・就学に際して配慮を必要とする場合は、出願に先立ち、文学学術院事務

所までお問い合わせください。また、大きな病気やけがのため、受験に支障をきたす恐れがある場合、あるいは出

願後にそのような状態になった場合でも、速やかにお問い合わせください。 

 

７）選考方法 

 選考方法は以下のとおりです。 

試験 試験内容 備考 

第１次試験 書類審査 出願時提出の所定書類による審査 

第２次試験 英語による面接試験 第 1 次試験合格者のみを対象として実施 

 

８）試験日程 

 試験日程は以下のとおりです。 

手続内容 日程 備考 

入学検定料納入期間 2022 年 8 月 26 日（金）～9 月 8 日（木） コンビニまたはクレジットカードでの支払い 

志願者情報登録期間 
2022 年 9 月 2 日（金）～9 月 8 日（木） 

指定の Web サイトから登録 

出願書類提出期間 郵送提出のみ受付 

受験票発送 2022 年 10 月上旬  

第 1 次試験合格者発表 2022 年 11 月 17 日（木）10:00～ 文化構想学部 Web サイトで発表 

第 2 次試験 2022 年 12 月 4 日（日）  

第 2 次試験合格者発表 2022 年 12 月 22 日（木）10:00～ 文化構想学部 Web サイトで発表 

入学手続料の納入 2023 年 1 月中旬まで 詳細は第 2 次試験合格者への送付書類で確認 

入学手続書類の提出 2023 年 3 月中旬まで 詳細は第 2 次試験合格者への送付書類で確認 
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１）出願の要件 

 指定期間内に「入学検定料の納入」、「志願者情報の登録」、「出願書類の提出」のすべてを行うことで出願が完

了します。 

 指定期間は以下のとおりです。  

 入学検定料の納入        :2022 年８月 26 日（金）～2022 年 9 月８日（木） 

 志願者情報の登録、出願書類の提出:2022 年 9 月２日（金） ～2022 年 9 月８日（木） 

 

2）入学検定料の納入 

（１）金額 

・ 金額は、志願者の国籍ではなく、出願時点の居住地によって決まります。 

日本国内に居住 日本国外に居住 

35,000 円 5,000 円 

（２）納入方法 

① コンビニエンスストアでの支払いの場合（詳細は別紙１を参照） 

 コンビニエンスストアでの支払いに際しては、事前にパソコンもしくは携帯電話等によりインターネット上の「入

学検定料コンビニ支払いサイト」（https://e-shiharai.net/）にアクセスをして所定の申込手続を完了させる必

要があります。 

 支払い終了後、『入学検定料・選考料取扱明細書』の「収納証明書」部分を切り取り、後述する「Application Form」

の所定欄に貼り付けて提出してください。 

 支払いは、土日・祝日を問わず、24 時間いつでも可能です。ただし、納入期間最終日の「Web サイトでの申込

み」は 23:00 まで、コンビニエンスストア店頭での支払手続は 23:30 までとなりますので注意してください。 

 家族・知人が代理で手続をする場合でも、必ず志願者本人の情報を入力するようにしてください。 

② クレジットカード・銀聯カード・アリペイによる支払いの場合（詳細は別紙２を参照） 

 クレジットカード・銀聯カード・アリペイでの支払いに際しては、パソコンもしくは携帯電話等により「インタ

ーネット上の支払いサイト」（https://e-shiharai.net/card/）にアクセスをして所定申込手続を完了させる必要

があります。 

 支払い終了後、決済完了が表示された Web ページを印刷し、後述する「Application Form」にクリップ留めし

て提出してください。 

 支払いは、土日・祝日を問わず、24 時間いつでも可能です。ただし、納入期間最終日は日本時間の 23:00 まで

となりますので注意してください。 

 支払いに使用するカードは志願者本人以外の名義でも構いません。ただし、家族・知人が代理で手続をする場合

でも、「基本情報」には必ず志願者本人の情報を記入するようにしてください。 

（３）入学検定料納入上の注意事項 

 前述の方法で支払いが困難な場合は、出願開始日の 10 日前までに、文学学術院事務所までご連絡ください。 

 以下のケースに該当する場合は、入学検定料が免除になる場合があります。 

 

２．出願 
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① OECD/DAC が発行する ODA 受給国リストに掲載される「Least Developed Countries」「Low Income  

 Countries which are not LDCs」の認定国に居住し、かつ該当国の国籍を有する者。 

  詳細は別紙３を参照して、必要書類を提出してください。 

② 当学部への入学後に国費外国人留学生となる可能性がある場合。 

 該当者は出願前に本学留学センター（E-mail: in-cie@list.waseda.jp ）までご相談ください。 

 入学検定料の納入は、必ず出願書類の提出前に行ってください。 

 入学検定料を納入していない場合、出願は受け付けません。 

 一度受理した書類およびお支払いいただいた入学検定料は、原則として返還いたしません。ただし、以下のケース

に該当する場合は、入学検定料に限り全額または超過分を返還いたします。該当する方は文学学術院事務所までご

連絡ください。 

① 入学検定料を所定額より多く支払った。 

② 入学検定料を支払ったが、出願書類は提出しなかった。 

③ 入学検定料を支払ったが、出願締切後に出願書類を提出した。 

④ 入学検定料を支払い、出願書類を提出したが、出願書類の不備や出願資格を満たしていない等の理由により、

出願が受理されなかった。 

なお、クレジットカードにより入学検定料を納入された場合や、日本国外の金融機関口座へ入学検定料を返還する

場合、返還に伴い発生する手数料等は志願者の負担となります。 

 

3）志願者情報の登録 

（１）入力 

 以下の Web リンクより、当学部所定の Web 申請フォームにアクセスし、情報の登録を行ってください。 

 申請フォーム Web リンク: 

 Online Registration for Global Studies in Japanese Cultures Program（JCulP:国際日本文化論プログラム） 

Japan Students Admissions 2023 

URL:https://bit.ly/3M0CVIp 

（２）入力上の注意 

 代理で入力することも可能ですが、必ず志願者本人の情報を入力してください。 

 入力は特別な指定がない限り英語で入力してください。 

 出願に不備がある場合、フォームに入力されたメールアドレス<E-mail Address(Usually use)>に連絡します。 

 メールアドレスとして au、docomo、softbank などの携帯電話会社のメールアドレスを登録した場合、本学

からのメールが到達しない可能性があります。携帯電話会社のメールアドレスを登録する場合は、パソコンか

らのメールが受信できる設定にしてください。 

 「受験票および入学試験案内」、「合格者発表関係書類と入学手続関係書類」は、フォームに入力された住所に送

付します。 

 フォームに入力した情報に誤りがあった場合は、再度登録し直してください。出願期間内であれば再登録が可能で

す。本学では最新の登録情報を参照します。 

 ただし、出願後に転居した場合、必ず自身で郵便局にて転居届を提出のうえ、転送手続を行ってください。 

 転居に関する手続は以下の URL（日本郵便株式会社 Web サイト）からも行うことができます。 

URL:https://welcometown.post.japanpost.jp/etn/ 
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 出願時に海外に在住しており、出願後に転居した場合は、文学学術院事務所までご連絡ください。 

 フォームへ必要事項を入力後、「保存」ボタンを押すことで登録完了となります。一時保存等の機能はありません。

登録完了後、フォームに入力されたメールアドレス<E-mail Address(Usually use)>宛に、本学より登録完了の

通知メールを送信します。 

 

４）出願書類の提出 

（１）提出方法 

 市販の封筒（角形 2 号サイズ）に出願書類一式を封入し、別紙４を封筒の宛名面に貼付のうえ、必ず「簡易書留・

速達郵便」で送付してください。 

 出願書類の提出方法は郵送のみです。文学学術院事務所への持ち込みは一切認めません。 

 日本国外から書類を送付する場合は、国際宅配業者（EMS 等）を利用して以下の宛先に送付してください。 

To: Admissions Affairs Section, 

Administrative Office for Faculty of Letters, Arts and Sciences, Waseda University 

Address: 1st floor Bldg.34 1-24-1, Toyama, Shinjuku-ku, Tokyo, JAPAN 

Postal Code: 162-8644 

Phone: +81-3-5286-3807 

（２）出願書類作成および提出上の注意事項 

★ 必ずよく読んで書類を作成してください。後述の（４）出願書類別の注意事項も参照してください。 
 国内からの提出は、出願締切日までの消印のある出願書類を受け付けます（締切日消印有効）。 

 国外からの提出は、出願締切日までに到着した出願書類のみ受け付けます（締切日郵送必着）。国や地域によって

は配達に時間を要するところがありますので、時間に余裕をもって送付してください。 

 出願書類の到着に関する問い合わせにはお答えできません。書類到着の確認は、郵便局の追跡サービス（国外出願

の場合は EMS 等の追跡サービス等）によって確認してください。 

 出願締切後に到着した出願書類は、いかなる理由でも受け付けません。郵便・宅配業者側のトラブルで書類の未着

や遅配が発生した場合でも、本学では一切責任を負いません。 

 書類のコピーを提出する場合、または所定用紙を印刷する場合は、A4 サイズの用紙に片面印刷してください。 

 出願書類の作成にあたっては、黒または青のボールペンを使用し（鉛筆、消せるボールペン等は不可）、文字は日

本語は楷書、英語はブロック体、数字は算用数字で記入してください。 

 改姓のため、証明書等に記載されている氏名が異なる場合は、改姓を行った旨の理由書（書式自由）を提出してく

ださい。 この場合、入学手続時に戸籍抄本等の証明書を提出していただきます。 

 所定用紙の※印のある欄には記入しないでください。  

 記入内容を修正する場合は、誤った内容に二重線を引き、正しい内容を余白に記入してください。 訂正印は使用し

ないでください。 

 出願書類に不備や不足があった場合は、出願が受理されないことがあります。必要書類が揃っているか十分に確認

のうえ、提出してください。また本学から連絡があったときは速やかにその指示に従ってください。 

 出願に必要ではない書類は提出しないでください。書類に付箋を貼ったり、メモ用紙を入れたりしないでください。 

 提出できる書類は原則として日本語または英語のものです。日本語または英語以外の言語で作成された証明書等は、

大使館または国で認可された公証役場等で公証を受けた翻訳（日本語または英語）を提出してください。 「翻訳の

作成者」については問いません。なお、Other Test Information, Academic Honors, Personal and Volunteer 

Activities の記入内容を証明する書類に関しては、翻訳に公証を受ける必要はありません。 
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 在日大使館で翻訳公証を行っていない国・地域もあります（例:中国など）。その場合は、本国で翻訳公証を受け

る必要がありますので、余裕をもって書類の手配を行ってください。 

 出願期間内に翻訳公証の取得が難しい場合、事前に文学学術院事務所までお問い合わせください。 

（３）出願書類一覧 

 以下の表および次項の（４）出願書類別の注意事項に従い、必要書類を提出してください。 

 提出書類 備考 

A 出願書類チェックリスト 別紙 5 を使用してください。 

B 

Application Form 別紙６を使用してください。 

Study Abroad Experience を証明する書類 

Application Form の当該事項を記入した場合、 

証明書類は必須です。 

English Test Information を証明する書類 

Other Test Information を証明する書類 

Academic Honors を証明する書類 

Personal and Volunteer Activities を証明する書類 

C 出願資格を証明する書類 厳封にて提出してください。 

D 成績を証明する書類 厳封にて提出してください。 

E 志望理由書 表紙に別紙 8 を使用してください。 

F 受験票送付用封筒 国内在住の出願者のみ提出してください。 

G 提出書類返還依頼書 
返還を依頼する場合のみ、別紙 9 を使用して提出

してください。 
 

（４）出願書類別の注意事項 

A:出願書類チェックリスト 別紙 5 

 必ず全員提出してください。 

 チェックリストに記されている書類がすべて揃っているか、手続がすべて完了しているかを確認し、出願書類とと

もに同封してください。 

 やむを得ず提出できない書類がある場合は、不足書類欄に不足書類名と提出できない理由、提出予定日を記入して

ください。理由なく出願書類に不備や不足があった場合は、出願が受理されないことがあります。また、その理由

が認められるとは限りませんので注意してください。理由欄へは日本語で記入してください。 

 

B:Application Form 別紙 6 

① 全体注意事項 

 ２．3）志願者情報の登録で入力した内容と相違のないように記入してください。 

 Application Form には以下の指定する項目を記入してください。各項目の記入方法の詳細については後述の④を確

認してください。 

項目 必須・任意 

Personal Information 必須 

Educational Background・Overseas Experience 必須 

Study Abroad Experience  任意 

English Test Information  必須 

Other Test Information  任意 
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Academic Honors 任意（ただし、最低１つ記入することを強く推奨します） 

Personal and Volunteer Activities  任意（ただし、最低１つ記入することを強く推奨します） 

 とくに指定のない限り英語（ブロック体）で作成してください。指示がないにもかかわらず、日本語等で記入され

た Application Form は無効とします。 

 Application Form は別紙６の所定用紙を使用して作成してください。所定書式を変更することは認めません。所定

書式を崩さず、所定のスペースに収まるように簡潔に記入してください。 

 所定用紙は 4 枚あります。4 枚すべて提出してください。 

 提出する際は、4 枚の左上をクリップ留めしてください。ステープルはしないでください。 

② 入学検定料収納証明の貼付／添付 

 1/4 ページの下部の入学検定料収納証明書 貼付欄に、所定の証明書を貼付してください。 

 クレジットカードで支払った場合は、決済完了画面をプリントアウトしたものを Application Form にクリップ留め

してください。 

③ 写真の貼付 

 1/4 ページの下部の Color Photo 欄に、本人の写真を貼り付けてください。 

 写真は以下の条件で作成してください。 

 縦 4cm×横 3cm の証明写真、出願前３ケ月以内に撮影したカラー写真（上半身・正面・無帽・無背景・無枠） 

 マフラーやサングラスなどを着用したままで撮影された写真は受け付けません。ただし、医療上、宗教上の理

由で帽子等を着用した写真を提出したい場合は、出願に先立ち、当学部までお問い合わせください。 

 スナップ写真等の不鮮明な写真や、髪型の違い等により個人の判別・本人確認が困難な写真は受け付けません。 

 スマートフォン等で個人が撮影・印刷された写真は受け付けません。必ず証明写真（スピード写真可）で撮影

してください。 

 裏面に氏名を記入のうえ、「Color Photo」欄に全面糊付けしてください。 

 提出された写真は、面接試験を受験する場合の試験当日の本人確認や、入学後の学生証の写真として使用しますの

で、本人を判別できるような写真を用意してください。また、学内諸手続における本人確認、および学内の各種 Web

サービス等に本人情報として登録しますので、予めご了承ください。 

④ 各項目の記入方法 

 Study Abroad Experience, Academic Honors, Personal and Volunteer Activities に記入できるものは、中学校

卒業以降または中等教育学校前期課程修了以降のものに限ります。 

 以下の注意事項に従い、各項目を記入してください。 

 

Personal Information 

Legal Name 

in Katakana 

 カタカナで氏名を記入してください。 

 ミドルネームがある場合は、「Given」の欄にあわせて記入してください。 

Legal Name 

in Kanji 

 漢字で氏名を記入してください。 

 漢字氏名がない場合は、ひらがなで記入してください。 

 ミドルネームがある場合は、「Given」の欄にあわせて記入してください。 

Legal Name 

in Alphabet 

 パスポートに記載されている英字アルファベットで氏名を記入してください。 

 ミドルネームがある場合は、「Given」の欄にあわせて記入してください。 

Date of Birth 西暦で記入してください。 

Nationality パスポートに記載されている国籍を記入してください。 
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Visa Status 
日本国籍を有していない方で現在日本在住の方は在留資格の種類を記入してください。日本

国籍を有している方は記入不要です。 

Postal Code 現住所の郵便番号を記入してください。 

Telephone Number 

 出願について確認をする場合がありますので、必ず本人に連絡のつく番号を記入して

ください。 

 国外からの出願の場合は、国コードを番号の先頭に記載してください。 

E-mail Address 

 出願について確認をする場合がありますので、必ず本人に連絡のつく情報を記入して

ください。 

 メールアドレスとして au、docomo、softbank などの携帯電話会社のメールアドレ

スを登録した場合、本学からのメールが到達しない可能性があります。携帯電話会社

のメールアドレスを登録する場合は、パソコンからのメールが受信できる設定にして

ください。連絡が到達しなかった場合でも、本学は一切責任を負いません。 

Current Address 
 都道府県、市区町村、丁目番地、建物マンション名まで、日本語で明記してください。 

 国外からの出願の場合は、英語で記入してください。 

Languages 

First Language 第一言語が日本語以外の方のみ記入してください。 

Language Spoken at  

Home 
第一言語が日本語以外の方のみ記入してください。 

Length of Studying  

Japanese 
第一言語が日本語以外の方のみ記入してください。 

Latest Academic Background (Include expected graduate) 

Graduate or Expected 既卒者は Graduate、卒業見込みの場合は Expected に〇をつけてください。 

Date of High School  

Graduation 
卒業または卒業見込みの年月を記入してください。 

Name of High School 

in Kanji 

漢字で卒業（見込み）の高等学校名を記入してください。高等学校名にカタカナ、アルファ

ベットが使われていてもかまいません。 

例）都立 JCulP 高等学校 

Educational Background・Overseas Experience 

List 

 通学したすべての教育機関（小学校以降）について古い年代順に記入してください。

ただし、予備校や語学学校の経歴の記入は不要です。 

 編入・留学等の経歴、大学、大学院の経歴がある場合もすべて記入してください。 

 Study Abroad Experience に記入する経歴がある場合でも、この欄にも同様に

記入してください。 

 現在在学中の場合は、Period of Education に「卒業予定日」までの在籍期間を記入し

てください。 

Total Period of 

Education 

 卒業日/卒業予定日までの通学した合計年数を記入してください。 

例）12 Years 6 Months 

Overseas Experience 
 6 歳以降に 3 年以上（連続してもしくは合計で）海外に在住した経験の有無を記入し

てください。また、Yes と回答した場合はその国名を記入してください。 
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Study Abroad Experience 

Study Abroad  

Experience 

 中学校卒業以降または中等教育学校前期課程修了以降で海外の教育機関へ留学した経

験がある方は、教育機関名、国、留学期間を以下の例のように記入してください。 

例）London FLAS High School・United Kingdom・09/2020–07/2021 

 留学期間に制限は設けませんので、短期の語学留学等も記入できます。 

English Test Information 

English Test  

Information  

 以下に示す英語 4 技能テストの基準点以上の結果を、必ず 1 種類のみ記入してくださ

い。指定のテスト以外の結果や、基準点未満の結果を記入することはできません。 

 基準点未満の場合には、出願不受理となります。 

 基準点と同点の場合も可とします。 

 4 技能（Reading, Listening, Writing, Speaking）それぞれに基準点はありません。 

英語 4 技能テスト種類 基準点 

 TEAP  

 TEAP CBT 

 IELTS(Academic) 

 実用英語技能検定（英検） 

 TOEFL iBT ※TOEFL ITP は不可 

 ケンブリッジ英語検定 

 GTEC CBT 

309 

600 

5.5 

2300 

72 

160 

1190 

 4 技能（Reading, Listening, Writing, Speaking）の各点と Total の点を記入してく

ださい。 

 出願開始年月日より２年間遡った月の翌月初日以降（2020 年 10 月 1 日以降）に受験

した試験結果を有効とします。それ以前のスコアを記入した場合は無効とします。 

 複数回のテスト結果を組み合わせて記入することはできません。 

 TEAP は、CSE スコアではなく、TEAP OVERVIEW のスコアが基準点を満たしている

必要があります。必ず TEAP OVERVIEW のスコアを記入してください。 

 IELTS は、アカデミック・モジュールのみ利用可能です。Computer delivered IELTS

は利用可能です。Indicator は利用できません。 

 実用英語技能検定（英検）は、従来型、CBT、S-CBT、S-Interview が利用可能です。

また、CSE2.0 の総点を利用し、受験した級およびその合否は問いません。 

 TOEFL iBT は、「Home Edition」「Paper Edition」は利用可能です。「MyBest スコア」

および「TOEFL Essentials」は利用できません。 

 ケンブリッジ英語検定は、B2 First / C1 Advanced / C2 Proficiency を対象とし、for 

schools も含みます。 

 GTEC は、CBT タイプかつオフィシャルスコアに限ります。 

 試験実施団体からスコアカードを直送する場合は、“Directly Sent From the 

Institution”欄に✔印を記入してください。 
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Other Test Information 

Other Test Name 

  English Test Information で指定する英語 4 技能テスト以外の各種語学検定や、

大学入学資格試験・統一試験（アメリカの SAT・ACT および日本の大学入試共通テス

トなど）を受けたことがある方は、最大３つまで英語で記入してください。 

 出願開始年月日より 4 年間遡った月の翌月初日以降（2018 年 10 月 1 日以降）に受

験した試験結果を有効とします。それ以前のスコアを記入した場合は無効とします。 

Academic Honors 

Academic Honors 

 中学校卒業以降または中等教育学校前期課程修了以降で、学業において表彰をされた

場合や、学芸系・文芸系等の活動について記入してください。最低１つは記入するこ

とを強く推奨します。 

 Date or Period 欄には、活動年月や活動期間を記入してください。 

例）May 2022 / April 2021 to March 2022 

 調査書内で記入内容を証明する場合は、各 Description 欄に活動内容を記入したうえ

で、末尾に「（see transcript）」と記入してください。 

Personal and Volunteer Activities 

Personal and 

Volunteer Activities  

 中学校卒業以降または中等教育学校前期課程修了以降で、学業以外での課外活動（ス

ポーツおよびボランティアなどの活動を含む）について記入してください。最低１つ

は記入することを強く推奨します。 

 Date or Period 欄には、活動年日や活動期間を記入してください。 

例）May 2022 / April 2021 to March 2022 

 調査書内で記入内容を証明する場合は、各 Description 欄に活動内容を記入したうえ

で、末尾に「（see transcript）」と記入してください。 
 

⑤ 記入内容を証明する書類 

Study Abroad Experience, English Test Information, Other Test Information, Academic Honors, Personal 

and Volunteer Activities に記入した内容のすべてについて、証明するスコアカードもしくは資料（別紙 7、賞状、

証明書、パンフレット、記事等）を必ず同封してください。 

 資料は Application Form の記入内容に関する証明としてのみ扱い、資料そのものを評価することはありません。 

 資料が同封されていない場合、資料の同封のみで Application Form の所定欄に記入がない場合、資料と Application 

Form の記入内容が一致しない場合には評価の対象となりません。 

 提出する書類がコピー等でも、原本照合により認めるものがあります。 

 原本照合とは、スコアカードや合格証明書等のコピーを在籍中の高等学校の学校⾧等が「事実と相違ない旨」

を証明することを指します。原本照合の形式は高等学校等によって異なりますが、多くの場合、校⾧印や校⾧

の署名によって証明が行われます。詳しくは、在籍する高等学校等へお尋ねください。なお、原本照合を行う

用紙が複数枚に渡る場合は、すべての用紙に原本照合を行うか、もしくは割印を押印するかたちをとってくだ

さい（署名もしくは押印がない用紙は無効として扱います）。 

 試験実施団体からのスコアカード等の直送を指定するものがあります。 

 直送する際は出願締切日までに到着するように手配してください。ただし、出願開始前に到着した証明書も有

効とします。出願締切日までに到着しなかった場合は、出願書類不備となりスコアを無効なものとみなします

ので、注意してください。 

 直送されたスコアカードの到着確認についてはお答えできません。
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 各証明書類の提出上の注意事項は以下のとおりです。 

Study Abroad Experience を証明する書類に関する注意事項 

 Application Form に記入した内容と一致していることが分かる証明書類を以下に従って提出してください。 

 高等学校等において留学による単位認定がされた場合 

 留学先の教育機関が発行する成績証明書と在籍証明書（または修了証明書）の原本、または原本照合

されたコピーを提出してください。 

 高等学校等において留学による単位認定がされていない場合 

 留学先の教育機関が発行する成績証明書と在籍証明書（または修了証明書）のコピーを提出してくだ

さい。 

※留学先の教育機関の成績証明書に在籍期間が明記されている場合、もしくは調査書に留学期間が記載されてい

る場合、在籍証明書は不要です。 

※留学先の教育機関より成績証明書の発行がされない（成績が付与されない）場合は、在籍証明書（または修了

証明書）のみを同封してください。 

 証明書には、必ず Application Form に記入した実績に対応するよう、右上にそれぞれ[Study Abroad 

Experience][Ref. No.]を付してください。 

例）Study Abroad Experience Ref. No.1 

English Test Information を証明する書類に関する注意事項 

 Application Form に記入した英語 4 技能テストのスコアを証明するスコアカードや合格証明書等の原本を提出

してください。原本照合されたコピーの提出は認めません。 

 当該試験のスコアカードや合格証明書等の原本が出願期間内に本学へ提出されない場合、記入したスコアは無効

なものとみなします。 

 TEAP、TEAP CBT の試験結果を利用する場合の注意事項 

 成績表（OFFICIAL SCORE REPORT）を提出してください。 

 4 技能の試験結果のみ受け付けます。３技能以下の試験結果は受け付けません。 

 IELTS(Academic)の試験結果を利用する場合の注意事項 

 成績証明書（Test Report Form)を提出してください。 

 試験実施団体から当学部へスコアを直送する際の送付先は「Admissions Affairs Section, Administrative 

Office for Faculty of Letters, Arts and Sciences, Waseda University」、住所は「1st floor Bldg. 34, 

1-24-1, Toyama, Shinjuku-ku, Tokyo 162-8644, JAPAN」としてください。 

 実用英語技能検定（英検）の試験結果を利用する場合の注意事項 

 合格証明書、または英検 CSE スコア証明書を提出してください。 

 一次試験・二次試験の「合否結果通知」「成績表」「合格証書」の提出は認めません。 

 4 技能の試験結果のみ受け付けます。３技能以下の試験結果は受け付けません。 

 実用英語技能検定に限り、一次試験免除者となり後の機会に二次試験を受験した場合のスコアも提出

を認めます。 

 例） 2022 年度第 1 回試験で一次試験に合格したが、二次試験は不合格となった。2022 年度第

2 回試験では第 1 回試験で一次試験が免除され、二次試験のみ受験をした。この場合のスコアは

別の受験機会の結果となるが、スコアの提出を認める。 
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 TOEFL iBT の試験結果を利用する場合の注意事項 

 「MyBest スコア」の利用は認めません。必ず 1 回のテストのスコアにおいて基準点を満たしてください。 

 Official Score Reports（Institutional Score Report）の直送を手配し、提出してください。 

 当学部への ETS からの直送コードは B590（Waseda University, Faculty of Letters Arts & 

Sciences）です。 

 直送手配を行ったスコアは、郵送での提供と並行して、ETS の Data Manager サービスにより、電子

的にスコアが送信されます。これにより、当学部でのデータの到着確認をもって Official Score 

Reports（Institutional Score Report）の提出とみなします。 

 Official Score Reports（Institutional Score Report）のコピー、Test Taker Score Report、Web でのス

コア確認画面のプリントアウト等の提出は認めません。 

 TOEFL iBT のみ、以下の日程にて、その日までに到着済みのスコアの Appointment Number を当学部

Web サイトに公開いたします。その他個別の電話、メール等による到着状況の照会への回答は一切行いま

せん。 

 １回目:2022 年 9 月 1 日（木） 

 ２回目:2022 年 9 月 7 日（水） 

 ケンブリッジ英語検定の試験結果を利用する場合の注意事項 

 結果ステートメント（Statement of Results）を提出してください。 

 GTEC CBT の試験結果を利用する場合の注意事項 

 オフィシャルスコア証明書（OFFICIAL SCORE CERTIFICATE）を提出してください。 

Other Test Information を証明する書類に関する注意事項 

 Application Form に記入した試験のスコアカードや合格証明書等の原本を提出してください。 

 原本を提出することができない場合は、事前に文学学術院事務所、出身高等学校または政府公認機関等で原本照

合されたコピーを提出してください。 

 試験結果の証明書が出願期間内に本学へ提出されない場合、記入したスコアは無効なものとみなします。 

 SAT および ACT のスコア証明書を提出する場合は、試験実施団体から本学へスコア証明書が直送されるよう、

手配してください。 

 試験実施団体から本学への直送コードは、SAT は 0837、ACT は 5473 です。 

Academic Honors と Personal and Volunteer Activities を証明する書類に関する注意事項 

 原則、別紙７の「活動内容証明書」を使用し、Application Form に記入した内容が事実である旨を、その活動

の責任者（団体責任者、学校⾧、担任・顧問の先生など）が証明（所定欄に署名・捺印）したものを提出してく

ださい。 

 証明者が日本語を理解できない等の理由で、指定の「活動内容証明書」を使用することが難しい場合には、「活

動内容証明書」に準じた項目を盛り込んだ英文文書（書式自由）を作成のうえ、提出してください。 

 別紙７の作成が困難な場合に限り、Application Form に記入した内容と一致していることが客観的に見て明確

な証明書類を提出してください。 
 出願期間内に提出された調査書に活動の期間や内容、実績が明確に記載されている場合は、調査書を証明書類と

することも可とします。その場合、Application Form の各 Description 欄に活動内容を記入したうえで、末尾

に「（see transcript）」と記入してください。 

 証明書類には、志願者自身で「氏名、活動名称、活動年月（もしくは活動期間）が記載されている部分」に蛍光

ペンでハイライトをしてください。調査書での証明の場合は不要です。 
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C:出願資格を証明する書類 

D:成績を証明する書類 

 必ず厳封にて証明書の原本を提出してください。コピーは不可です。 

 以降に記載するパターンを確認し、必要な証明書を提出してください。 

 高等学校または中等教育学校卒業者（見込者）、専修学校の高等課程修了者（見込者）、高等専門学校３年修了

者（見込者） 

 出身学校⾧が作成する調査書を提出してください。 

 卒業（修了）見込者は最終学年の 1 学期までの成績が記載されているものを提出してください。 

※ 2 期制の学校の場合は、出願時に発行できる最新のものを提出してください。 

この場合、出願書類チェックリスト下部の不足書類欄に、不足書類名:調査書／理由:2

期制／提出予定日:最終学年の前期までの成績が記載された調査書が発行可能となる日、

を記入いただき、発行が可能になりましたら速やかに取得し、追加で提出してください。 

 留学期間中に取得した単位が、高等学校等において単位認定された場合は、調査書に留学による認

定単位数を明記してください。 

 調査書の発行が間に合わない等の理由で提出がない場合、出願を受理しません。 

 高等学校または中等教育学校卒業者で、保存年限（5 年）が経過しているため調査書が発行されない場合 

 調査書の代わりに、「卒業証明書（原本）」と「調査書が発行されない事に関する理由書」（書式自由・本

人作成可）を提出してください。 

 文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験（大学入学資格検定を含む）合格者、合格見込者 

 合格者は合格成績証明書、合格見込者は合格見込成績証明書を提出してください。 

 合格見込者とは、科目合格者のうち、合格に必要な残りの試験科目に相当する科目の単位を高等学

校等で、2023 年 3 月 31 日までに修得見込みの者を指します。 

 前述の項目が記載されていない場合や以下のケースは、証明書類とみなされませんので注意してください。 

 証明書類に記載された氏名がフルネームでない（苗字のみ、名前のみ、ニックネーム等）場合。 

 写真、メールのコピー。 

 団体名のみ記載の証明書・賞状・新聞・雑誌記事等。 

 VHS や CD-ROM、DVD、Blu-ray、MO、MD 等の磁気・電子媒体による資料。 

 証明書類には、必ず Application Form に記入した実績に対応するよう、右上にそれぞれ[記入項目名][Ref. No.]

を付してください（調査書での証明の場合は、調査書に Ref. No.を付す必要はありません。Application Form

の各 Description 欄に活動内容を記入したうえで、末尾に「（see transcript）」と記入してください）。 

例）Academic Honors Ref. No. 1 

 原本ではなくコピーの提出でも可とします。コピーの場合は A4 サイズで提出してください。 

 新聞、雑誌記事等からコピーをする場合はコピー元の新聞名、雑誌名を余白に記入してください。また、新聞の

場合は必ず発行日付も入るようにコピーしてください。冊子で提出する場合は、付箋等で上記必要情報の掲載ペ

ージを明らかにしてください。 

 スポーツ競技歴等の証明書類を提出する場合は、個人名、競技名、大会名、順位が１枚で分かるものが客観的資

料として最も適しています。個人名、競技名、大会名、順位を複数枚で証明する場合は、複数枚が関連付いてい

ることが分かるようにしてください（例:同一の大会名や日付が入っている等）。また、競技団体 Web サイト等

からプリントアウトする場合は個人名、競技名、大会名、順位が分かるようにし、URL も記載してください。 
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 2022 年度第 2 回高等学校卒業程度認定試験に出願している者 

 第 2 回高等学校卒業程度認定試験受験願書・履歴書のコピーを提出してください。この書類は厳封の必

要はありません。 

 過去に合格した科目がある場合は、科目合格証明書、または単位修得証明書（いずれも原本）を提出して

ください。 

 また、次に記載するケースに該当する場合は、前述の書類に加え、以下に示す追加書類の提出が必要です。 

 高等学校等において留学による単位認定がされた場合 

 留学先の教育機関が発行する成績証明書と在籍証明書（または修了証明書）の原本、または原本照合され

たコピーを提出してください。この書類は厳封の必要はありません。 

 調査書は、留学による認定単位数が明記されたものを提出してください。 

 留学先の教育機関の成績証明書に在籍期間が明記されている場合、もしくは調査書に留学期間が記

載されている場合、在籍証明書は不要です。 

 Study Abroad Experience を証明する書類として、留学先の成績証明書と在籍証明書を各 1 通ご用

意いただければかまいません（同じ証明書を 2 通用意する必要はありません）。 

 飛び級または繰り上げ卒業により通常の課程を 12 年未満で修了した者で、飛び級した学年、理由などが成績

証明書等に記載されていない場合 

 飛び級または繰り上げ卒業を証明する書類（書式自由・出身学校⾧発行）を提出してください。 

 日本の高等学校（３年間）に相当する期間に、国内外を問わず、複数の学校に在籍していた場合 

 在籍していたすべての学校の調査書（または成績証明書と在籍証明書）原本を提出してください。 

 成績証明書に在籍期間が明記されている場合、在籍証明書は不要です。 

 すでに大学や短期大学などの高等教育機関に在籍もしくは卒業している場合 

 当該高等教育機関の「成績証明書」原本を提出してください。 

 在籍期間が短く、「成績証明書」が発行されない場合は、その旨のメモと「在籍（在学）証明書」を提出

してください。 

 改姓のため、証明書等に記載されている氏名が異なる場合 

 改姓を行った旨の理由書（書式自由）を提出してください。 この場合、入学手続時に戸籍抄本等の証明

書を提出していただきます。この書類は厳封の必要はありません。 

 

E:志望理由書  

 以下の指示文に従い、エッセイを本人が英語で作成してください。 

Using your own personal experience as a foundation, write an essay in English of around 800 

words explaining why you wish to enter the Global Studies in Japanese Cultures Program (JCulP). 

 

Please address the following questions: 

① What are you particularly interested in studying at JCulP? 

② What makes you a suitable and unique candidate for the program? 

 氏名は、表紙・本文のすべての用紙のおもて面には記入せず、各ページの裏面に自筆で記入してください。 

 表紙は以下の条件で作成してください。 

 表紙は別紙８を使用してください。 

 Title 欄に、必ず英語で、本人が考えたタイトルを記入してください。 
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 本文は、以下の条件で作成してください。 

 パソコンを使用して作成してください。 

 フォントサイズ 12 で１行置き（行間設定を 2.0（ダブルスペース）にする）で作成してください。 

 本文の最後に「END」を記入してください。 

 本文ページには右上に必ずページ番号をふり、表紙とあわせて左上をクリップ留めしてください。ページ番号のふ

り方は、以下の例を参考にしてください。 

例） 本文のページ数が全部で 3 ページの場合: 1 枚目に 1/3、2 枚目に 2/3、3 枚目に 3/3 と書く 

 必ずＡ４サイズの白い紙に、黒インクで片面印刷してください。 

 

F:受験票送付用封筒 

 国内からの出願者のみ提出が必要です。国外からの出願者は提出不要です。 

 ⾧形３号定形封筒に、郵便番号、住所（受験票送付先）、氏名を日本語で明記してください。 

 切手は不要です。 

 出願書類を封入・提出する封筒ではありません。別に用意する必要がありますので、注意してください。 

 

G:提出書類返還依頼書  

 書類の返還を希望しない場合は、提出不要です。 

 一度提出した書類・資料の返還は原則として行いません。ただし、再発行が不可能な書類に限り返還を行います。 

 別紙９を使用して、再発行ができない書類とその理由を日本語で明記し、他の出願書類と一緒に送付してください。

本学が確認を行い、再発行が不可能だと判断したもののみ、返還します。 

 公証書、成績証明書、再発行が可能な語学能力証明書は、返還しません。 

 返還には 1～2 ヶ月かかりますので、予めご了承ください。 

（５）出願書類偽造等についての注意事項 

 出願の際に本学に提出した書類・資料、提供した情報等に偽造・虚偽記載・剽窃等があった場合は、不正行為とみ

なし、入学試験の結果を無効とすることがあります。なお、その場合も提出された書類・資料等および入学検定料

は返還しません。 

（６）個人情報の取り扱いについて 

 本学では、志願時に収集した個人情報（住所・氏名・生年月日等）を、入学試験実施、合格者発表、入学手続およ

びこれに附随する業務のために利用します。その際、当該個人情報の漏洩・流出・不正利用等がないよう、必要か

つ適切な管理を行います。また、上記業務の全部又は一部を委託する場合があります。その場合、委託先に対し、

契約等により、必要かつ適切な管理を義務付けます。本学に提出された書類・資料・論文および提供された情報等

（「本提出書類等」といいます。）につき、その真正性等について、本学が発行元・提供元および論文審査機関等

に対して、本提出書類等を提供して問合せをすることがあります。出願者は本提出書類等を本学に提出または提供

したことをもって、本学がこの問合せを行うことに同意したものとします。これらの他、個人が特定されないよう

に統計処理した個人情報を、大学における入学者選抜のための調査・研究の資料として利用します。 
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３．入学試験 

１）受験票および入学試験案内の送付 

 出願受付後、出願を受理した志願者に対し、10 月上旬に２．3）志願者情報の登録で入力された住所に送付します。 

 出願後に転居した場合、必ず自身で郵便局にて転居届を提出のうえ、転送手続を行ってください。 

 転居に関する手続は以下の URL（日本郵便株式会社 Web サイト）からも行うことができます。 

URL:https://welcometown.post.japanpost.jp/etn/ 

 2022 年 10 月 17 日（月）を過ぎても受験票が届かない場合は、文学学術院事務所までお問い合わせください。 

 受験票は、入学後の学生証交付時に必要となりますので、入学まで大切に保管してください。 

 

２）選考 

（１）第 1 次試験（書類審査） 

 出願時に提出された書類を審査します。 

（２）第 2 次試験（面接試験）: 2022 年 12 月 4 日（日） 

 第 1 次試験（書類審査）合格者のみ、第 2 次試験（面接試験）を行います。 

 第 2 次試験で使用する言語は、原則として英語です。 

 Web 会議システム Zoom（以下、Zoom）を使用して実施します。試験当日に本学へ来校する必要はありません。 

 詳細は、第 1 次試験合格者発表日に、第 1 次試験合格者にのみ、２．3）志願者情報の登録で入力されたメー

ルアドレス宛てにお知らせします。 

 Zoom の利用にあたっては志願者自身に利用設備環境の準備を行っていただきます。必ず以下の環境が確保で

きることを確認してください。また、Zoom の利用にあたって生ずる必要経費は志願者の自己負担とします。 

 インターネット接続環境 

安定したインターネット回線をご用意ください。回線の安定性の観点からケーブルを使用した有線 LAN

システムの利用をお奨めします。 

 音声、映像機材 

Web カメラ、マイク、イヤホン、スピーカー等を準備してください。パソコン等に内蔵されているもの

を利用していただいてもかまいません。なお、パソコンの利用を推奨しますが、スマートフォンやタブレ

ット端末を利用してもかまいません。事前に Zoom のテストミーティング（http://zoom.us/test）に

参加し、音声・映像の確認をしてください。 

 利用場所 

上記の環境が整えられ、周りに第三者のいない静寂な環境を保つことのできる場所を確保してください。 

 試験開始時刻は本学にて指定いたします。個別のご要望には応じかねますので、予めご了承ください。 

 試験時間は約 15 分です。遅刻限度は試験開始時刻より 20 分とします。それ以上の遅刻は欠席とみなします。 

 接続が切れてしまう等の不測の事態により試験の実施が困難と判断される場合、Application Form に記載の連絡先

に本学から電話やメールにて連絡します。連絡内容を確認し、その指示に従ってください。連絡がつかない場合や

指示に従わない場合は、当該志願者を試験放棄とみなすことがあります。その場合においても、入学検定料は返還

いたしません。 

 試験中に離席した場合、試験放棄とみなすことがあります。 
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 以下の注意事項を守らない場合は、不正行為とみなすことがあります。 

 手元に置けるものは受験票、筆記用具、メモ帳、無地のハンカチ、箱や袋から出したティッシュペーパーのみ

です。 

 試験の録音、録画、撮影は禁止です。 

 Zoom の映像と音声は常に「オン」にし、常に画面に顔全体が映るようにしてください。 

 試験で使用している機器以外の通信機器は使用しないでください。また、試験で使用している機器で情報を検

索したり、Zoom 以外のアプリケーションやツールを使用したりしないでください。 

 Zoom のバーチャル背景機能は使用しないでください。 

 周りに第三者がいないことの確認のために、試験中、カメラを動かして部屋全体を映すことを求めることがあ

ります。その場合は指示に従ってください。 

 試験中はマスクを外してください。 

 ご参考 

Zoom サポート:https://support.zoom.us/hc/ja 

 

３）受験上の注意  

（１）不正行為について 

早稲田大学では、入学試験を厳正に実施し、全ての受験者が公平・公正に受験できるよう、以下の注意事項を定めていま

す。本学入学試験の受験に際しては、この注意事項を熟読のうえ、真剣な態度で試験に臨んでください。  

１．出願の際に本学に提出した書類・資料、提供した情報等に偽造・虚偽記載・剽窃等があった場合は、不正行為となる

ことがあります。 

２．次のことをすると不正行為となることがあります。 

①カンニングをすること（試験時間中にカンニングペーパー・参考書等を隠し持つ・使用する、他の受験者の答案等を

見る、他の人から答えを教わる、身体、物品、机などにメモをする、メモを見るなど）。 

②試験時間中に、答えを教えるなど他の受験者を利するような行為をすること。 

③試験時間中に携帯電話等を身に付けること、使用すること。  

④試験時間中に携帯電話等や時計の音（着信・アラーム・振動音など）を鳴らすこと。 

⑤他の受験者の迷惑となる行為をすること。 

⑥監督員等の指示に従わないこと。  

⑦志願者以外のものが志願者本人になりすまして試験を受けること。 

⑧その他、試験の公平性を損なう行為をすること。 

３．不正行為の疑いがある場合、次のような対応をとることがあります。これらに応じない場合、不正行為を自認したも

のとみなします。 

・監督員等が注意をする、または事情を聴くこと。 

・別室または別席での受験を求めること。 

・本学に提出された書類・資料・論文および提供された情報等（「本提出書類等」といいます。）につき、その真正性等

について、本学が発行元・提供元および論文審査機関等に対して、本提出書類等を提供して問合せをすること。出願

者は本提出書類等を本学に提出または提供したことをもって、本学がこの問合せを行うことに同意したものとする。 

４．不正行為と認められた場合、次のような対応をとることがあります。  

・当該年度における本学の全ての入学試験の受験を認めないこと（入学検定料は返還しない）。 
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・当該年度における本学の全ての入学試験の結果を無効とすること。 

なお、入学後に不正行為と認められた場合は、本学規程に基づき退学を含む懲戒処分の対象となることがあります。 

（２）免責事項 

早稲田大学では、入学試験の実施に際し、以下のような対応をとることがあります。あらかじめご了承ください。 

◆不可抗力による事故等について 

台風、地震、洪水、津波等の自然災害または火災、停電、その他不可抗力による事故等が発生した場合、試験開始時刻

および終了時刻の繰下げ、試験の延期等の対応措置をとることがあります。ただし、それに伴う受験者の不便、費用、

その他の個人的損害については一切責任を負いません。  
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４．合格者発表、入学手続 

１）合格者発表 

（１）第 1 次試験合格者発表: 2022 年 11 月 17 日（木）10:00～ 

（２）第 2 次試験合格者発表: 2022 年 12 月 22 日（木）10:00～ 

（３）発表方法:   文化構想学部 Web サイトへの合格者受験番号一覧の掲載 

URL:https://www.waseda.jp/flas/cms/ 

 

２）合格者発表に関する補足事項 

 電話、メール等による合否に関するお問い合わせには応じられません。 

 第 2 次試験に関する詳細は、第 1 次試験合格者発表日に、第 1 次試験合格者にのみ、２．3）志願者情報の登録で

入力されたメールアドレス宛てにお知らせします。 

 不合格者への通知は行いません。 

 

３）合格者発表関係書類と入学手続関係書類の送付 

（１）合格者発表関係書類 

 第 2 次試験合格者発表日に、第 2 次試験合格者に送付します。 

 2023 年 1 月 10 日（火）を過ぎても書類が届かない場合には、文学学術院事務所までお問い合わせください。 

（２）入学手続関係書類 

 後述する４）（２）入学手続料の納入を行った方に、入学手続関係書類を 2023 年 2 月中旬に送付します。 

 2023 年 2 月 20 日（月）を過ぎても書類が届かない場合には、文学学術院事務所までお問い合わせください。 

（３）書類の送付 

 書類は２．3）志願者情報の登録で入力された住所に送付します。 

 書類送付先として、別の宛先を指定することはできません。 

 出願後に転居した場合、⾧期間不在にする場合は、必ず郵便局にて届けを提出のうえ、手続を行ってください。 

 転居に関する手続は以下の URL（日本郵便株式会社 Web サイト）からも行うことができます。 

URL:https://welcometown.post.japanpost.jp/etn/ 

 不在届の手続については、以下の URL（日本郵便株式会社 Web サイト）を参考にしてください。 

URL:https://www.post.japanpost.jp/question/115.html 

 出願時に海外に在住しており、出願後に転居した場合は、文学学術院事務所までご連絡ください。 

 書類を受け取ることができず、手続期間内に手続ができなかった場合でも、本学は一切責任を負いません。 

 

４）入学手続 

（１）概要 

 入学手続は所定の期日までに「入学手続料の納入」、「Web 入学手続システムへの情報登録」、「入学手続書類の

提出」のすべてを行うことで完了します。 
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 詳細は、合格者発表関係書類および入学手続関係書類を確認してください。 

（２）入学手続料の納入 

 入学手続料（入学金、1 年次春学期分の学費・諸会費）を 2023 年 1 月中旬までに納入いただく予定です。 

 合格者発表関係書類に本学所定の振込依頼書を同封します。 

 振込依頼書に記載された締切日までに、最寄りの金融機関で納入してください。 

 詳細は、合格者発表関係書類を確認してください。 

（３）入学手続書類の提出 

 入学手続時に手続書類等の提出を求める予定です。なお、入学手続では、一部インターネットを利用した Web 入学

手続システムから情報を入力し、書類を印刷していただきます。 

 Web 入学手続システムへの情報登録がない場合や入学手続書類の提出がない場合は、入学の意思がないとみなし、

入学の資格を失います。 

 出願時に、本入学試験要項記載の出願資格を満たすために大学入学資格取得見込の証明書を提出された方は、入学

手続時に、その資格取得を証明する書類を提出してください。入学試験に合格されても、入学までにその資格取得

の証明書を提出できない（大学入学資格を満たすことができない）場合は、入学を認められませんので注意してく

ださい。 

 以下に昨年度の入学手続必要書類について、参考で示します。 

（１）Web 入学手続システムに情報を入力後、印刷して提出する書類 

① 早稲田大学入学手続用紙 

② 入学誓約書 兼 個人情報の取扱いに関する同意書（本人・保護者等ともそれぞれ自筆で記入） 

（２）ご自身で取得していただく書類 

① 住民票の写し 

② 高等学校に相当する課程の修了証明書（出願時に課程を修了見込であった者） 

③ 預金口座振替依頼書・自動払込受付書 大学提出用 

 詳細は、入学手続関係書類に同封される「入学手続の手引き」を確認してください。 
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５．その他 

１）学費・諸会費 

 2023 年度学費は以下の Web サイトでご確認ください。 

 入学センターWeb サイト 入学金・学費・諸会費 

https://www.waseda.jp/inst/admission/undergraduate/fees/ 

 1 年次に Summer Session（4～10 週間程度の海外大学短期留学）の費用として 50～120 万円程度（研修先によ

り異なる。宿泊費を含む。食費等の生活費や往復渡航費は含まない。）が別途必要となります。 

 

２）入学金免除  

 当大学、当大学大学院または専攻科の在学、卒業、修了または退学者が入学する場合、入学金が免除されます。 

 手続方法の詳細は、合格者に送付される「入学手続の手引き」をご参照ください。 

 

３）入学辞退にともなう学費返還  

 一度提出した書類および納入した入学金（登録料）、学費・諸会費（春学期分）は、原則として返還しません。ただ

し、やむを得ない事情により入学を辞退する場合や、入学までに入学資格を満たさなかった場合には、学費・諸会

費（春学期分）のみ返還の対象となります。 

 手続方法の詳細は、合格者に送付される「入学手続の手引き」をご参照ください。 

 

４）入学学部変更手続  

・ 複数の学部から入学を許可された場合、本人からの申し出により、先に入学手続を行った学部に納入した入学金・

学費等を、入学希望学部の費用に振り替え、入学学部を変更することができます（ただし、入学手続期間が重なら

ない学部間に限ります）。 

・ 手続方法の詳細は、合格者に送付される「入学手続の手引き」をご参照ください。 

 

５）奨学金 

 本学では、入試出願前に申請する「めざせ!都の西北奨学金」（以下、「めざせ奨学金」）や入学決定後に申請する各

種奨学金（日本学生支援機構奨学金・学内奨学金・民間団体奨学金・地方公共団体奨学金）等、多くの奨学金があ

ります。奨学金を一つでも希望する場合には、奨学課への申請・登録手続が必要です。特に、めざせ奨学金の申請

期間は第一回（7 月初旬～9 月初旬）、第二回（1 月初旬～1 月下旬）のどちらか、それら以外の奨学金登録期間は

合格者発表後から入学前までの指定した期間になりますので、注意してください。 

 申請期間、申請手続等詳細は本学奨学課 Web サイト（https://www.waseda.jp/inst/scholarship/）を必ず確認

してください。 

 めざせ奨学金申請は、複数の入試制度に出願する場合も１回でかまいません。 
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 めざせ奨学金以外の奨学金登録の詳細（日程（例年 3 月上旬～下旬）・方法等）は、合格者に送付される入学手続書

類同封の冊子「奨学金情報誌 Challenge」に掲載します。奨学金を希望する場合は、必ず冊子に従って正しく奨学

金登録を行ってください。 

 日本学生支援機構奨学金の申請には入学前の奨学金登録以外に、入学後「スカラネットの入力」や「必要書類の提

出」が別途必要です。これらの詳細も「奨学金情報誌 Challenge」にてご確認ください。 

 奨学金制度の他に、国のローン制度や民間金融機関との本学提携学費ローン制度があります。詳しくは、本学奨学

課 Web サイトの該当ページ（https://www.waseda.jp/inst/scholarship/applying-loans/programs/）をご確

認ください。 

 

6）カリキュラム等 

 以下の URL の情報を参考にしてください。 

https://www.waseda.jp/flas/cms/applicants/admission/jculp/ 

 

7）FAQ 

Ｑ１．他大学や早稲田大学の他学部の入試にも出願することはできますか? 

Ａ１．制度上は他大学や他学部への出願を妨げるものではありません。ただし、出願資格は「早稲田大学文化構想学

部多元文化論系国際日本文化論プログラムで学ぶことを強く希望する者」であり、選考過程においては、当プ

ログラムへの志望動機や志望の度合いを重視します。 

Ｑ２．高等学校（もしくはそれに相当する教育機関）に在籍していましたが、中途退学し、高等学校卒業程度認定試

験（大学入学資格検定を含む）を受験し合格しました（または 2022 年度第 2 回の試験を受験予定です）。在

籍していた高等学校の調査書は必要ですか? 

Ａ２．必要です。在籍期間にかかわらず、すべての高等学校（もしくはそれに相当する教育機関）の調査書（または

成績証明書と在籍証明書）原本を提出してください。 

Ｑ３．Application Form の 2/4、3/4、4/4 ページに記入した内容が調査書に記載されています。これは、活動

内容を証明する資料として有効ですか? 

Ａ３．調査書に活動の期間や内容、実績が明確に記載されている場合に限り有効とします。なお、同封した資料や調

査書が Application Form に記入した活動内容の証明として有効かどうか等の問い合わせには一切お答えでき

ませんのでご了承ください。 

Ｑ４．学業成績（調査書評定平均）に基準点はありますか? 

Ａ４．出願に際して基準点はありません。 

Ｑ５．English Test Information に記入できる英語 4 技能テストに基準点はありますか? 

Ａ５．あります。入学試験要項 P.9 の記載をご参照ください。 

Ｑ６．English Test Information に記入できる英語 4 技能テストを受けたことがありません。 

Ａ６．英語 4 技能テストの結果は提出が必須です。出願期間に間に合うように、指定の英語 4 技能テストを受験して

ください。 
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Ｑ7．Study Abroad Experience, Other Test Information, Academic Honors, Personal and Volunteer 

Activities への記入が多いほど有利ですか? 

Ａ７．Study Abroad Experience, Other Test Information は任意、Academic Honors, Personal and Volunteer 

Activities は最低１つ記入することを強く推奨する、としていますが、記入が多いからといって必ずしも有利に

なるとは言えません。それらの活動等から何を得て、その経験を文化構想学部での学習や自分の将来にどのよ

うに活かしていきたいのかが問われます。 

Ｑ８．3 年以上前に指定された英語４技能テストのスコアを取得しているのですが、English Test Information に

記入できますか? 

Ａ８．記入できません。英語 4 技能テストは、当学部が指定する期間に受験した試験の結果のみを有効とします。 

Ｑ９．推薦書は必要ですか? 

Ａ９．不要です。提出いただいても評価の対象となりません。 

Ｑ10．志望理由書は必ず英語で記入しなければいけないのですか? 

Ａ10．志望理由書は必ず英語で、入学試験要項 P.14-15 に記載されている指示に従って記入してください。 

Ｑ11．志望理由書の単語数が、指定よりも多く（または少なく）なってもよいですか? 

Ａ11．指定 Word 数程度（＝指定に近い文量）で作成されていれば問題ありません。 

Ｑ12．面接試験は英語で行われますか? 

Ａ12．原則、英語で行われます。 

Ｑ13．JCulP へは一般選抜からも入学・進級できますか? 

Ａ13．できません。JCulP は文化構想学部多元文化論系の中のプログラムの 1 つであり、JCulP 独自の入試（当入試

制度）で入学した場合にのみ所属可能です。一般選抜などの他の入試で文化構想学部に入学した場合、2 年進

級時の専門（論系）選択にあたって、JCulP を選択することはできませんのでご注意ください。 

 

以 上 


